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高
岡
市
保
護
司
会
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃

よ
り
犯
罪
防
止
お
よ
び
就
労
支
援
活
動
に
、

ご
尽
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
心
よ
り
御

礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。 

皆
さ
ま
も
ご
存
じ
の
と
お
り
、
厚
生
労
働

省
と
法
務
省
が
行
う
刑
務
所
出
所
者
等
就
労

支
援
事
業
は
、
平
成
19
年
度
か
ら
開
始
さ

れ
て
お
り
ま
す
。 

事
業
開
始
以
降
の
刑
法
犯
認
知
件
数
は
、

減
少
傾
向
を
た
ど
り
、
富
山
県
（
令
和
４
年
）

に
お
い
て
は
、
前
年
度
比
15
％
減
の
３
９

２
９
件
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

し
か
し
、
全
国
の
刑
法
犯
認
知
件
数
は
、

60

万
件
強
（
令
和
４
年
）
と
前
年
度
比

5.9
％
の
増
加
に
転
じ
、
治
安
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
も
、
治
安
が
悪
化
し
た

と
の
回
答
が
増
え
て
お
り
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
が
刑
法

犯
検
挙
者
に
占
め
る
再
犯
者
率
と
無
職
者
率

な
の
で
す
。 

 

富
山
県
内
（
令
和
３
年
）
に
お
い
て
も
、

再
犯
者
率
は
43.5
％
、
無
職
者
率
も
41.6
％
と

高
止
ま
り
の
現
状
に
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
就
労
支
援
に
お
い
て
も
、
協
力
雇

用
主
の
も
と
で
就
労
し
て
も
、
約
半
数
が
半

年
で
離
職
す
る
こ
と
や
、
就
労
中
に
ト
ラ
ブ

ル
が
あ
っ
た
と
答
え
る
雇
用
主
が
半
数
以
上

を
占
め
る
な
ど
、
雇
用
の
定
着
や
離
職
後
の

就
労
支
援
に
対
す
る
仕
組
み
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

国
の
再
犯
防
止
推
進
計
画
も
、
本
年
４
月

か
ら
第
二
次
計
画
と
な
り
、
「
寄
り
添
い
型

支
援
」
が
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

今
後
は
、
保
護
司
の
皆
さ
ん
や
協
力
雇
用

主
の
方
々
を
は
じ
め
、
多
職
種
連
携
の
強
化

と
、
生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
て
い
る
人
々
へ
寄

り
添
う
こ
と
が
、
よ
り
一
層
必
要
と
な
っ
て

く
る
の
で
す
。 

官
民
と
も
に
連
携
強
化
を
図
り
、
就
労
に

関
す
る
シ
ー
ム
レ
ス
な
支
援
の
構
築
に
努
め

て
い
き
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

今
後
、
就
労
支
援
活
動
が
再
犯
防
止
に
、

よ
り
貢
献
で
き
る
こ
と
を
願
い
、
皆
さ
ま
方

の
ご
理
解
と
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

結
び
に
、
高
岡
市
保
護
司
会
な
ら
び
に
皆

様
方
の
活
動
が
、
ま
す
ま
す
発
展
さ
れ
ま
す

こ
と
を
ご
期
待
申
し
あ
げ
ま
す
。

 

               

 

児童相談所の役割 
児童相談所とは、児童福祉法第 12条に基づいて、都道府県や政令指定都市等が設置し、18歳未満の

子どもの心やからだのこと、家庭や学校での問題などについて、子ども本人や家族・学校の先生・地域

の方々などからの相談を受け付け、子どもが明るく健やかに成長していけるようお手伝いをする相談機

関です。富山県高岡児童相談所は令和 4年４月 1日に庁舎が新築された。（高岡市赤祖父 172番１）  

生
き
づ
ら
さ
に
寄
り
添
う 

富山県 

就労支援事業者機構 

就労支援員 向山 友子 
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第
73
回
『
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
』
富
山
県
更
生
保
護
フ
ェ

ア
in
高
岡
が
7
月
8
日
、
県
内

各
地
か
ら
保
護
司
を
は
じ
め
更
生

保
護
関
係
者
や
中
学
生
約
700
人

の
参
加
を
得
て
、
富
山
県
高
岡
文

化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
更
生
保
護
フ
ェ
ア
は
、
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
一
環
と

し
て
、
『
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
』
富
山
県
推
進
委
員
会
と
、
高

岡
市
推
進
委
員
会
が
主
催
す
る
も

の
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
流
行

の
影
響
で
2
年
間
開
催
延
期
と

な
っ
て
い
た
待
望
の
行
事
で
し
た
。 

 

こ
の
度
、
無
事
開
催
に
こ
ぎ
つ

け
ま
し
た
の
も
更
生
保
護
関
係
諸

団
体
、
特
に
高
岡
市
中
学
校
校
長

会
、
高
岡
市
更
生
保
護
女
性
会
、
高
岡
市
当

局
の
お
か
げ
で
す
、
各
位
、
各
団
体
に
は
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
紙
面
を
お

借
り
し
て
、
改
め
て
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。 

 

最
初
に
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
高
岡
市

立
高
陵
中
学
校
吹
奏
楽
部
が
「
ア
ル
セ
ナ
ー

ル
」
「
リ
バ
ー
ダ
ン
ス
」
の
2
曲
を
演
奏
し

て
の
華
や
か
な
雰
囲
気
で
幕
を
開
け
、
続
く

開
会
式
で
は
、
富
山
保
護
観
察
所
中
澤
秀
高

所
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
、
富
山
県
推

進
委
員
長
新
田
八
朗
県
知
事
の
祝
辞
を
県
厚

生
部
守
田
万
寿
夫
次
長
が
代
読
さ
れ
、
高
岡

市
推
進
委
員
長
角
田
悠
紀
市
長
か
ら
祝
辞
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

テ
ン
ポ
よ
く
場
面
展
開
し
、
市
保
護
司
会

と
市
内
12
中
学
校
・
義
務
教
育
学
校
で
開

催
し
て
い
る
公
開
ケ
ー
ス
研
究
会
の
今
年
の

担
当
校
で
あ
る
高
陵
中
学
校
生
徒
会
が
「
明

る
い
社
会
づ
く
り
」
の
実
践
内
容
を
発
表
し

ま
し
た
。
毎
年
校
内
で
人
権
弁
論
大
会
を
開

催
し
て
い
る
こ
と
、
高
陵
小
と
合
同
で
挨
拶

運
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
生
徒
が
声
を
上

げ
て
昨
年
度
に
校
則
の
改
正
に
取
り
組
ん
だ

こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。 

次
に
、
富
山
市
の
更
生
保
護
法
人
富
山
養

得
園
島
田
昌
彦
施
設
長
の
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。
養
得
園
で
は
刑
務
所
か
ら
釈
放
さ
れ

た
が
、
身
元
の
引
き
受
け
が
な
く
保
護
を
必

要
と
す
る
男
性
の
対
象
者
を
収
容
し
て
、
社

会
復
帰
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
施
設
が

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。 

就
労
に
関
し
て
は
、
協
力
雇
用
主
の
方
々

に
面
接
し
て
い
た
だ
き
大
変
お
世
話
に
な
っ

て
お
り
、
更
生
保
護
女
性
会
の
方
々
に
よ
る

豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー
の
夕
食
支
援
が
、
園
生
の

心
の
支
え
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
話
が
あ
り

ま
し
た
。 

ま
た
、
自
治
会
の
清
掃
作
業
を
一
緒
に

行
っ
た
り
、
独
居
老
人
宅
の
除
雪
を
行
っ
た

り
し
て
地
域
社
会
と
交
流
す
る
な
ど
、
犯
罪

か
ら
立
ち
直
り
、
社
会
復
帰
を
援
助
し
て
い

る
施
設
の
活
動
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

お
金
が
な
く
て
、
140
円
の
パ
ン
を
1
個

万
引
き
し
て
、
裁
判
で
罰
金
刑
を
受
け
た
と

い
う
事
例
を
通
し
て
、
そ
の
よ
う
な
人
で

あ
っ
て
も
受
け
入
れ
る
の
が
、
更
生
保
護
施

設
の
役
割
で
あ
る
と
い
う
話
は
、
参
加
し
た

中
学
生
た
ち
の
琴
線
に
触
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
し
た
。 

結
び
に
、
平
田
和
雄
高
岡
市
保
護
司
会
会

長
の
挨
拶
で
閉
会
し
ま
し
た
。 

 

（
事
務
局
長 
作
井 

宗
人
） 

                                    
          

富山県更生保護フェア in高岡開催 

高岡市立高陵中学校  吹奏楽部 

 

高岡市立高陵中学校  小中合同挨拶運動 

 

富山県高岡文化ホール
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令
和
5
年
度
、
高
岡
市
更
生
保
護
協
力

雇
用
主
会
総
会
が
、
8
月
30
日
高
岡
市
ふ

く
お
か
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

林
光
彦
常
務
理
事
の
司
会
で
、
八
田
正
人

会
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
次
に
富
山
保
護
観
察

所
中
澤
秀
高
所
長
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
、

来
賓
と
し
て
、
高
岡
公
共
職
業
安
定
所
浦
嶋

竜
也
所
長
、
高
岡
社
会
福
祉
協
議
会
尾
崎
憲

子
会
長
、
高
岡
市
福
祉
保
健
部
戸
田
龍
太
郎

部
長
、
高
岡
市
更
生
保
護
女
性
会
大

場
洋
子
副
会
長
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。 

続
い
て
、
八
田
議
長
の
議
事
進
行

で
、
令
和
4
年
度
の
事
業
報
告
、

収
支
決
算
報
告
、
監
査
報
告
が
あ
り
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

次
に
令
和
5
年
度
の
役
員
改
選

案
お
よ
び
事
業
計
画
案
、
収
支
予
算

案
が
原
案
通
り
可
決
さ
れ
、
山
岡
弘

之
副
会
長
の
閉
会
の
挨
拶
で
総
会
は

終
了
し
ま
し
た
。 

研
修
会
で
は
、
富
山
保
護
観
察
所

中
澤
秀
高
所
長
と
、
富
山
県
就
労
支

援
事
業
者
機
構
向
山
友
子
就
労
支
援

員
よ
り
「
更
生
保
護
就
労
支
援
事
業

の
開
始
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
犯
罪
情
勢
と

再
犯
防
止
の
重
要
性
を
聞
き
、
今
般
の
更
生

保
護
就
労
支
援
事
業
の
開
始
を
受
け
て
、
更

生
保
護
就
労
支
援
員
が
、
支
援
対
象
者
や
協

力
雇
用
主
支
援
の
一
翼
を
担
う
た
め
に
、
保

護
司
も
連
携
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
感
じ
ま
し
た
。 

最
後
に
、
平
田
和
雄
会
長
の
挨
拶
で
総
会

お
よ
び
研
修
会
は
終
了
し
ま
し
た
。 

 

（
協
力
組
織
部
会 

滋
野 

雅
治
） 

 

    

 

 

   

令
和
5
年
9
月
20
日
、
富
山
国
際
会
議

場
に
て
、
中
部
6
県
の
更
生
保
護
女
性
会

員
約
200
人
が
集
ま
り
、
中
部
更
生
保
護
女

性
の
集
い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を

受
け
、
中
止
さ
れ
た
県
も
あ
り
ま
し
た
が
、

富
山
県
開
催
は
12
年
ぶ
り
と
な
り
ま
し
た
。 

開
会
式
で
は
、
藤
井
裕
久
富
山

市
長
の
歓
迎
の
言
葉
、
千
葉
景
子

日
本
更
生
保
護
女
性
連
盟
理
事
長
、

新
田
八
朗
県
知
事
な
ど
、
来
賓
方

の
お
祝
い
の
言
葉
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。 

新
田
県
知
事
か
ら
は
、
刑
務
所

内
で
作
ら
れ
た
カ
ッ
コ
い
い
と
は

到
底
言
え
な
い
学
習
机
を
少
年
時

代
、
父
か
ら
買
っ
て
も
ら
っ
た
こ

と
が
今
で
も
心
に
残
っ
て
い
る
と

言
葉
を
詰
ま
ら
せ
て
述
べ
ら
れ
た

こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。 

次
に
、
長
年
に
わ
た
っ
て
更
生

保
護
活
動
に
尽
力
し
て
き
た
会
員

の
顕
彰
が
あ
り
、
中
部
地
方
更
生

保
護
委
員
会
委
員
長
感
謝
状
47
名

（
高
岡
は
1
名
）、
中
部
地
方
更
生

保
護
女
性
連
盟
会
長
表
彰
49
名(
高

岡
は
1
名)

富
山
保
護
観
察
所
長
感

謝
状
33
名
（
高
岡
は
６
名
）
が
、

そ
れ
ぞ
れ
受
彰
し
ま
し
た
。 

「
今
こ
そ
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
マ
イ
ン
ド
‼
」
と
題

し
た
吉
友
嘉
久
子
氏
の
記
念
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。
幸
せ
は
自
分
の
手
で
掴
む
、
出
掛
け

る
、
喋
る
、
食
べ
る
、
何
事
も
前
向
き
に
！

ス
マ
イ
ル
パ
ワ
ー
で
日
々
過
ご
す
こ
と
が
大

事
だ
と
の
お
話
で
、
私
も
、
な
る
ほ
ど
考
え

方
ひ
と
つ
で
明
る
く
輝
い
た
人
生
が
送
れ
る

と
思
い
ま
し
た
。 

今
回
、
私
は
、
中
部
地
方
更
生
保
護
女
性

連
盟
会
長
表
彰
を
受
彰
し
ま
し
た
。
更
生
保

護
女
性
会
活

動
は
、
未
知

の
世
界
で
し

た
が
、
多
く

の
人
と
の
出

会

い

が

あ

り
、
会
員
同

志
の
協
力
の

も
と
、
活
動

し
て
ま
い
り

ま
し
た
。 

こ
れ
を
機
に
心
新
た
な
気
持
ち
で
微
力
な

が
ら
、
更
生
保
護
女
性
会
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
更
生
保
護
女
性
会 

北
村 

和
子
） 

             

〇 

作
文
・
ポ
ス
タ—

コ
ン
テ
ス
ト 

 
 

    

第
73
回
『
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
』

の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
今
年
も
高
岡

市
内
小
・
中
・
特
別
支
援
学
校
・
義
務
教
育

学
校
の
児
童
・
生
徒
に
作
文
・
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
テ
ス
ト
の
募
集
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

作
文
の
部
に
お
い
て
は
、
小
学
校
は
５
校

か
ら
116
点
、
中
学
校
は
７
校
か
ら
183
点
の

作
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
最
優

秀
賞
を
４
点
、
優
秀
賞
を
17
点
、
選
出
し

ま
し
た
。 

小
学
生
の
作
文
で
は
、
日
常
の
家
庭
生
活

や
、
学
校
生
活
で
体
験
し
た
こ
と
な
ど
を
も

と
に
、
挨
拶
の
効
果
や
大
切
さ
、
い
じ
め
や

差
別
の
な
い
学
校
づ
く
り
、
周
り
の
人
々
に

親
切
に
す
る
こ
と
や
、
勇
気
を
も
っ
て
対
応

す
る
こ
と
な
ど
が
素
直
に
小
学
生
ら
し
く
表

現
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
中
学
生
の
作
文
で
は
、
社
明
運
動

の
趣
旨
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
犯
罪
や
非
行
防

止
と
再
犯
防
止
、
地
域
社
会
と
の
交
流
な
ど

に
関
し
て
、
自
分
の
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た

こ
と
を
読
み
手
の
心
に
響
く
よ
う
に
工
夫
さ

れ
て
い
ま
し
た
。 

今
年
、
高
岡
市
で
開
催
し
た
「
富
山
県
更

生
保
護
フ
ェ
ア
in
高
岡
」
で
学
ん
だ
こ
と

を
題
材
に
し
た
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。 

ポ
ス
タ
ー
の
部
の
応
募
数
は
、
小
学
校
は

５
校
か
ら
159
点
、
中
学
校
は
５
校
か
ら
35

点
で
し
た
。
そ
の
中
で
、
最
優
秀
賞
を
２
点
、

金
賞
を
11
点
選
出
し
ま
し
た
。 

入
賞
作
品
は
、
ど
の
作
品
も
心
を
込
め
て

丁
寧
に
描
い
て
あ
り
、
創
造
性
、
独
創
性
に

富
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
は

社
明
運
動
に
関
す
る
題
名
が
付
け
ら
れ
、
主

題
が
明
確
に
伝
わ
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い

ま
し
た
。 

作
文
・
ポ
ス
タ
ー
の
入
賞
作
品
集
は
、

12
月
に
刊
行
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
手
に
取
っ

て
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
地
域
活
動
部
会
副
部
長 

正
平 

務
） 

 
 
 
 
 
 
 

 

          
 

                    

 

      

高岡市更生保護協力雇用主会総会・研修会

 

どの作品も心を込めて描いてあり、一つ

ひとつ慎重に選びました。 

これいいねぇ! 

あれもいいんじゃない! 
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～ 
退
任
の
挨
拶 

～ 
  

保
護
司
を
委
嘱
さ
れ
今
年
12
月
を
も
っ

て
定
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

今
ま
で
多
く
の
皆
様
方
に
ご
指
導
、
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
と
お
礼

を
申
し
あ
げ
ま
す
。 

私
が
保
護
司
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
22

年
前
に
、
私
の
住
む
二
塚
地
区
が
南
部
支
部

か
ら
東
部
支
部
へ
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

二
塚
地
区
連
合
自
治
会
よ
り
推
薦
を
受
け
た

こ
と
に
始
ま
り
、
今
日
ま
で
活
動
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

二
塚
地
区
は
犯
罪
が
少
な
い
こ
と
も
あ
り
、

担
当
す
る
事
件
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
一
つ
ひ
と
つ
責
任
を
も
っ
て
担
当
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
岐
阜
刑

務
所
へ
往
訪
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
、
仮
釈

放
者
と
の
面
接
の
時
で
あ
り
ま
し
た
。
私
に

と
っ
て
初
め
て
の
面
接
で
あ
り
一
夜
漬
け
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
対
応
し

た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
今
で
も
あ
の
時
、

も
う
少
し
色
々
な
こ
と
を
話
し
合
え
た
ら
よ

か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

保
護
司
の
活
動
で
、
貴
重
な
経
験
を
た
く

さ
ん
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
多

く
の
人
と
出
会
っ
た
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

考
え
方
や
、
対
応
方
法
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ

こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
あ

げ
ま
す
。 

最
後
に
、
保
護
司
会
の
皆
様
の
益
々
の
ご

活
躍
と
ご
健
康
を
ご
期
待
申
し
あ
げ
、
退
任

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

        

            
   

７
月
26
日
、
西
条
公
民
館
に
お
い
て
ミ

ニ
集
会
を
開
催
し
、
高
岡
西
部
中
学
校
区
の

学
校
関
係
や
自
治
会
関
係
、
地
元
交
番
の

方
々
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

保
護
司
活
動
の
現
状
に
つ
い
て
の
説
明
後
、

「
薬
物
乱
用
防
止
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、

高
岡
市
保
護
司
会
宇
波
研
修
部
長
か
ら
の
講

話
が
あ
り
ま
し
た
。
一
人
の
薬
物
依
存
が
気

づ
か
な
い
う
ち
に
、
家
庭
崩
壊
に
陥
っ
て
し

ま
う
こ
と
、
ま
た
依
存
症
の
回
復
は
専
門
家

に
頼
ら
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
な
ど
、
わ

か
り
や
す
く
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

会
の
後
半
で
は
、
地
元
交
番
よ
り
未
成
年

の
タ
バ
コ
が
大
麻
等
薬
物
へ
の
入
口
に
な
る

ケ
ー
ス
が
多
く
、
地
域
で
の
見
守
り
が
重
要

で
あ
る
こ
と
が
伝
え
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
際
、

直
接
注
意
す
る
の
が
難

し
い
場
合
に
は
交
番
へ

連
絡
し
て
ほ
し
い
と
話

さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
保
護
司
の
活
動
事
例
と
し
て
、
八

田
保
護
司
か
ら
協
力
雇
用
主
会
に
つ
い
て
の

説
明
が
あ
り
、
更
女
会
か
ら
は
養
得
園
で
の

活
動
の
様
子
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

参
加
者
の
方
か
ら
は
、
日
頃
聴
く
機
会
の

な
い
話
に
接
し
、
と
て
も
参
考
に
な
っ
た
と

の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

今
回
の
よ
う
な
ミ
ニ
集
会
が
保
護
司
の
活

動
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、

ま
た
地
域
ぐ
る
み
で
犯
罪
を
未
然
に
防
止
す

る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、
改
め
て
確
認

で
き
た
良
い
機
会
と
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま

し
た
。 

  

                              

 

十
数
年
前
、
担
当
し
た
Ａ
子
は
両
親
と
姉

に
可
愛
が
ら
れ
、
何
不
自
由
な
く
素
直
に

育
っ
た
末
っ
子
で
す
。
た
だ
一
つ
の
欠
点
は

一
般
常
識
の
欠
落
で
し
た
。 

多
感
で
流
行
に
敏
感
な
彼
女
は
、
中
学
三

年
生
時
に
、
流
行
り
始
め
た
ル
ー
ズ
ソ
ッ
ク

ス
を
履
い
て
、
ル
ン
ル
ン
気
分
で
登
校
し
ま

し
た
。
当
然
な
が
ら

先
生
か
ら
注
意
を
受

け
ま
し
た
。 

し
か
し
Ａ
子
は
改

め
る
こ
と
な
く
、
何

度
も
校
則
違
反
を
繰
り
返
す
の
で
、
業
を
煮

や
し
た
先
生
か
ら
「
他
の
子
に
影
響
が
あ
る

か
ら
・
・
・
云
々
」
な
ど
と
厳
し
い
言
葉
で

叱
責
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
Ａ
子
は
不
登
校
に
な
り
、
不
良

交
友
か
ら
罪
を
犯
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

「
言
葉
」
は
人
間
に
と
っ
て
不
可
欠
な
伝
達

手
段
で
す
が
、
無
思
慮
・
無
配
慮
に
使
わ
れ

る
と
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
相
手
の
人
生
を

瞬
時
に
変
え
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
得
る
こ

と
を
実
感
し
た
事
例
で
し
た
。 

保
護
観
察
終
了
か
ら
十
数
年
後
、
突
然
Ａ

子
か
ら
手
紙
が
届
き
ま
し
た
。
「
先
生
！
私

今
ど
こ
に
い
る
と
思
う
？
東
京
で
働
い
て
い

る
よ
」
と
。
父
母
の
庇
護
の
も
と
か
ら
巣
立

つ
日
が
く
る
の
か
な
？
と
案
じ
て
い
た
だ
け

に
、
想
定
外
の
羽
ば
た
き
に
言
い
表
せ
な
い

驚
き
と
感
動
が
あ
り
、
深
い
安
堵
感
を
得
ま

し
た
。 

期
せ
ず
し
て
、
私
の
退
院
日
に
届
い
た
こ

の
手
紙
は
、
回
復
を
後
押
し
す
る
一
助
と
な

り
ま
し
た
。 

 

                     

 
 

 

県
内
に
線
状
降
水
帯
に
よ
る
大
雨
警
報
が

発
令
さ
れ
る
不
安
定
な
梅
雨
空
の
７
月
14

日
、
牧
野
公
民
館
に
お
い
て
、
各
種
団
体
長

22
名
、
保
護
司
12
名
の
出
席
を
得
て
、
高

岡
児
童
相
談
所
石
動
仁
所
長
を
お
迎
え
し

「
児
童
虐
待
相
談
の
対
応
状
況
」
に
つ
い
て

講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

相
談
所
は
戦
災
孤
児
へ
の
支
援
を
業
務
と

し
て
開
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
70
年
を
経
た

現
在
で
は
相
談
内
容
も
養
護
、
保
健
、
障
害
、

非
行
、
育
成
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。 

 

例
え
ば
養
護
相
談
の
児
童
虐
待
に
つ
い
て

は
大
人
の
意
識
の

変
化
も
あ
り
内
容

に
よ
っ
て
は
児
童

相
談
所
だ
け
で
は

対
応
で
き
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。

非
行
相
談
で
は
ス

マ
ホ
の
普
及
に
よ

り
、
目
に
見
え
る

非
行
よ
り
、
目
に
見
え
な
い
非
行
が
増
加
し

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
対
応
件
数
は
わ
ず

か
2
％
で
す
。
ま
た
、
最
近
で
は
社
会
生

活
能
力
に
不
安
の
あ
る
人
か
ら
の
相
談
が
多

く
な
っ
て
い
る
。
と
の
こ
と
で
し
た
。 

 

私
た
ち
は
行
動
制
限
の
あ
る
コ
ロ
ナ
禍
を

経
験
し
て
対
面
・
対
話
・
対
感
の
大
切
さ
を

再
認
識
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
は
顔
の
表
情
、
声
の
調
子
、
些

細
な
し
ぐ
さ
等
を
き
ち
ん
と
受
け
止
め
「
来

た
時
よ
り
も
軽
や
か
に
な
っ
た
か
な
」
と
認

識
出
来
る
よ
う
な
面
接
を
す
る
よ
う
に
心
が

け
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

   

南
部
支
部 

 

 

近
松 

裕
子 
東
部
支
部 

 

 

舘 

勇
将 

西
部
支
部 

 

 

本
保 

由
喜
美 

北
部
支
部 

 

 

清
水 

範
子 
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伏
木
支
部
で
は
7
月
25
日
に
、
伏
木
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
、
保
護
司
と
更

生
保
護
女
性
会
、
一
般
の
人
を
合
わ
せ
て

35
名
で
、
ミ
ニ
集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

来
賓
に
高
岡
市
更
生
保
護
女
性
会
角
田
幾

子
会
長
に
出
席
を
お
願
い
し
て
、
ご
挨
拶
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

講
師
は
高
岡
社
会
福
祉
協
議
会
尾
崎
憲
子

会
長
に
お
願
い
し
、
テ
ー
マ
は
「
私
た
ち
の

地
域
の
活
動
」
と
題
し
て
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

 

尾
崎
先
生
の
話
で
は
、
自

分
の
過
去
の
体
験
か
ら
「
皆

さ
ん
も
、
も
っ
と
地
域
活
動

に
参
加
し
て
欲
し
い
。
楽
し

い
で
す
よ
」
と
参
加
者
を
励

ま
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
地
域
に
は
い
ろ
い
ろ
な
組
織
が
あ
る

が
、
も
っ
と
横
の
繋
が
り
と
連
携
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
13
日
に
発
令
さ
れ
た
大
雨
警
報

に
よ
る
緊
急
避
難
メ
ー
ル
で
、
実
際
に
避
難

さ
れ
た
角
田
会
長
に
登
壇
し
て
い
た
だ
き
、

避
難
所
に
お
い
て
も
励
ま
し
あ
っ
て
助
け
合

う
横
の
繋
が
り
が
大
切
で
あ
る
こ
と
に
つ
い

て
、
尾
崎
先
生
と
の
息
の
合
っ
た
ト
ー
ク
が

見
も
の
で
し
た
。 

講
演
が
終
わ
り
、
質
疑
応
答
で
は
熱
の
入

っ
た
意
見
や
質
問
が
途
切
れ
る
こ
と
な
く
続

き
ま
し
た
。 

 

今
回
の
ミ
ニ
集
会
で
は
、
更
生
保
護
女
性

会
伏
木
支
部
の
皆
さ
ん
に
は
、
大
変
ご
尽
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

   

                       

  

～ 

児
童
虐
待
か
ら
学
ぶ 

～ 
  

７
月
11
日
、
戸
出
地
区
で
は
、
９
名
の

戸
出
地
区
更
生
保
護
女
性
会
と
共
に
、
ミ
ニ

集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
虐
待
に

つ
い
て
専
門
的
に
詳
し
い
高
岡
児
童
相
談
所

石
動
仁
所
長
よ
り
お
話
を
い
た
だ
き
、
現
状

や
問
題
点
に
つ
い
て
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

研
修
を
深
め
ま
し
た
。 

 

近
年
、
高
岡
児
童
相
談
所
の
相
談
種
類
で

は
、
児
童
虐
待
の
件

数
が
一
番
多
く
、
平

成

12

年
か
ら
約
７

倍
に
増
え
て
き
て
い

る
そ
う
で
す
。 

具
体
例
と
し
て

は
、
夫
婦
げ
ん
か
も

子
ど
も
に
と
っ
て
は

心
理
的
虐
待
と
み
な

さ
れ
、
大
人
を
信
じ

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
境
地
に
ま
で
追
い

込
ま
れ
る
実
態
を
知
り
ま
し
た
。
対
応
と
し

て
は
、
夫
婦
に
子
ど
も
へ
の
影
響
を
説
明
し
、

再
発
予
防
の
相
談
を
す
る
と
と
も
に
、
子
ど

も
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
も
行
わ
れ
ま
す
。 

ま
た
、
体
罰
禁
止
規
定
の
条
例
に
よ
り
、

児
童
の
主
体
性
を
重
ん
じ
、
「
体
罰
等
に
よ

ら
な
い
子
育
て
を
広
げ
よ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。 

児
童
を
見
守
る
相
談
所
が
あ
る
こ
と
は
あ

り
が
た
い
こ
と
で
す
が
、
本
日
の
講
話
か
ら
、

地
域
で
で
き
る
温
か
い
声
掛
け
と
、
信
頼
で

き
る
大
人
が
周
り
に
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

   

                          

～ 

新
任
保
護
司
挨
拶 

～ 
  

こ
の
度
、
公
私
共
に
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
方
か
ら
ご
推
薦
を
い
た
だ
き
、
保
護
司
を

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。 

か
つ
て
、
中
学
校
教
師
と
し
て
多
く
の
生

徒
と
過
ご
し
、
幸
せ
な
思
い
を
振
り
返
る
一

方
、
消
え
る
こ
と
の
な
い
少
年
た
ち
の
顔
が

後
悔
や
反
省
と
共
に
よ
み
が
え
っ
て
き
ま
す
。 

非
行
に
よ
り
鑑
別
所
や
少
年
院
な
ど
に
収

容
さ
れ
、
社
会
に
背
を
向
け
た
ま
ま
、
振
り

返
ら
せ
る
こ
と
も
、
立
ち
止
ま
ら
せ
る
こ
と

も
で
き
な
か
っ
た
日
々
。
そ
ん
な
時
、
少
年

た
ち
に
対
し
、
献
身
的
に
接
す
る
保
護
司
の

方
に
出
会
い
、
「
こ
れ
ま
で
」
で
は
な
く

「
こ
れ
か
ら
」
に
根
気
強
く
寄
り
添
い
、
新

た
な
道
を
示
さ
れ
て
い
る
姿
を
忘
れ
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。 

「

更

生

保

護
」
の
担
い

手
で
あ
る
保

護
司
の
役
割

の
難
し
さ
と

責
任
の
重
さ

を
痛
感
す
る

中
で
、
新
た

な
人
生
を
切

り
開
い
て
頂

け
る
よ
う
、

ま
た
、
犯
罪

予
防
の
一
助

と
な
れ
る
よ
う
保
護
司
活
動
に
粉
骨
砕
身
の

覚
悟
で
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。 

若
輩
者
で
す
が
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど

宜
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。 

  

ひ
と
り
ご
と

 
 

最
近
挨
拶
を
し
な
い
、
で
き
な
い
大
人
が

多
い
と
感
じ
て
い
る
の
は
自
分
だ
け
で
し
ょ

う
か
。 

小
中
学
校
に
お
け
る
「
挨
拶
運
動
」
の
推

進
で
、
挨
拶
を
す
る
習
慣
は
身
に
付
い
て
い

る
は
ず
で
す
。
挨
拶
は
地
域
社
会
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
す
る
に
は
大
切
な

こ
と
で
す
。 

近
年
、
少
子
高
齢
化
・
核
家
族
化
が
進
む

と
共
に
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
な
く

な
り
、
人
と
人
と
の
繋
が
り
の
希
薄
化
が
進

み
、
近
所
付
き
合
い
も
無
く
な
り
挨
拶
が
疎

か
に
な
り
が
ち
に
感
じ
ま
す
。 

犯
罪
防
止
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
出
会
っ

た
人
に
声
を
か
け
挨
拶
を
す
る
事
が
重
要
だ

と
思
い
ま
す
。 

 

話
は
少
し
変
わ
り
ま
す
が
、
現
在
誰
も
が

知
っ
て
い
る
「
大
谷
翔
平
選
手
」
。
私
は
メ

デ
ィ
ア
を
通
じ
て
し
か
知
り
ま
せ
ん
が
、
誰

か
ら
も
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
る
姿
に
魅
了
さ
れ

ま
す
。
彼
の
姿
の
原
点
の
一
つ
が
、
花
巻
東

高
校
一
年
の
時
に
書
い
た
「
目
標
達
成
シ
ー

ト
」
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

そ
れ
に
は
野
球
技
術
の
向
上
は
も
と
よ
り
、

メ
ン
タ
ル
・
運
・
人
間
性
等
に
触
れ
て
お
り
、

各
項
目
の
中
に
は
「
思
い
や
り
」
「
礼
儀
」

「
ゴ
ミ
拾
い
」
「
あ
い
さ
つ
」
な
ど
が
書
か

れ
て
い
ま
す
。
掲
げ
た
事
を
今
で
も
実
践
し

て
い
る
姿
に
感
銘
を
受
け
ま
す
。 

今
後
、
彼
の
益
々
の
活
躍
を
期
待
し
、

我
々
に
お
い
て
は
誰
も
が
笑
顔
で
挨
拶
し
合

え
る
明
る
い
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
か

な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
(

西
部
支
部 

竹
本 

俊
文) 

        

伏
木
支
部 

鹿
嶋 

茂 

 

戸
田
支
部 

深
松 

慶
子 

福
岡
支
部 

旭 

健
志 
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保
護
司
制
度
は
、
存
続
の
危
機
に
直
面
し

て
い
ま
す
。
定
数
は
全
国
で
５
万
２
５
０
０

人
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
実
際
の
数
は

減
少
が
著
し
く
、
本
年
１
月
時
点
で
の
保
護

司
数
は
、
約
４
万
５
０
０
０
人
で
、
定
員
割

れ
し
て
い
ま
す
。（
７
千
５
０
０
人
減
） 

更
に
8
割
が
60
歳
以
上
で
、
任
期
は
２
年

で
す
。
再
任
で
き
る
上
限
年
齢
は
原
則
76
歳

未
満
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
10
年
後
に
は
約

半
数
が
退
任
を
迎
え
ま
す
。 

国
は
制
度
の
見
直
し
に
向
け
た
検
討
会
を

設
置
し
、
今
年
５
月
、
保
護
司
や
研
究
者
な

ど
が
参
加
し
初
会
合
を
開
き
ま
し
た
。 

検
討
会
で
は
、
推
薦
で
選
ぶ
こ
と
に
な
っ

て
い
る
保
護
司
制
度
に
、
公
募
制
を
導
入
す

る
か
ど
う
か
や
、
年
齢
の
上
限
の
見
直
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
で
は
な
く
報
酬
を
支

払
う
か
な
ど
を
今
後
議
論
し
、
働
き
が
い
の

有
る
制
度
を
目
指
し
、
来
年
秋
を
目
途
に
報

告
書
案
を
ま
と
め
る
方
針
で
す
。（
広
報
部
） 

    

◇ 
「
こ
ど
も
家
庭
庁
」に
お
け
る
児
童
虐
待
の 

相
談
件
数
が
過
去
最
多 

  

こ
ど
も
家
庭
庁
の
ま
と
め
で
は
、
全
国
の

児
童
相
談
所
が
令
和
４
年
度
に
、
児
童
虐
待

の
相
談
を
受
け
対
応
し
た
件
数
が
過
去
最
多

と
な
り
ま
し
た
。
前
年
度
比
１
万
１
５
１
０

件
増
の
21
万
９
１
７
０
件
に
上
り
、
32
年

連
続
で
増
加
し
て
い
ま
す
。 

県
内
の
対
応
件
数
は
、
令
和
元
年
に
次
ぐ

過
去
２
番
目
で
、
前
年
度
比
１
５
０
件
増
の

１
０
４
４
件
で
し
た
。
す
べ
て
の
種
別
（
身

体
的
虐
待
、
心
理
的
虐
待
、
ネ
グ
レ
ク
ト
、

性
的
虐
待
）
で
増
加
し
て
い
ま
す
。 

 

児
童
虐
待
対
応
件
数
が
増

加
傾
向
に
あ
る
の
は
、
児
童

虐
待
の
事
件
報
道
や
児
童
相

談
所
虐
待
対
応
ダ
イ
ヤ
ル
１

８
９
（
い
ち
は
や
く
）
の
広

報
、
児
童
福
祉
法
や
児
童
虐

待
防
止
法
の
改
正
な
ど
に
よ

り
社
会
的
意
識
が
高
ま
り
、

通
告
・
相
談
が
増
え
て
い
る

こ
と
が
一
つ
の
要
因
と
考
え

ら
れ
ま
す
。 

そ
れ
に
加
え
、
県
内
で
は

警
察
や
市
町
村
な
ど
か
ら
の
通
告
・
相
談
件

数
が
全
体
の
79
％
を
占
め
、
関
係
機
関
自

身
の
児
童
虐
待
に
対
す
る
感
度
が
高
ま
っ
た

こ
と
が
大
き
な
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

平
成
30
年
に
児
童
虐
待
の
予
防
、
早
期

発
見
及
び
児
童
の
安
全
確
保
を
目
的
に
、
県

と
県
警
察
、
県
内
全
市
町
村
と
県
警
察
が
そ

れ
ぞ
れ
「
情
報
共
有
に
か
か
る
協
定
」
を
締

結
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
後
の
児
童
虐

待
の
多
様
化
・
深
刻
化
を
踏
ま
え
、
令
和
３

年
に
は
県
と
県
警
察
が
同
協
定
を
再
締
結
し

て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
対
策
も
あ
り
、
警
察
か
ら
の

通
告
・
相
談
は
全
体
の
44
％
を
占
め
、
特

に
夫
婦
間
の
喧
嘩
や
家
庭
内
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

で
出
動
し
た
警
察
が
、
現
場
で
面
前
Ｄ
Ｖ

（
子
ど
も
の
前
で
の
暴
力
や
暴
言
）
を
認
め

て
、
心
理
的
虐
待
と
し
て
通
告
す
る
ケ
ー
ス

が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

 

児
童
虐
待
対
応
の
基
本
は
、
「
子
ど
も
の

権
利
擁
護
」
で
す
。
児
童
相
談
所
は
対
応
件

数
の
増
減
に
関
係
な
く
、
迅
速
な
対
応
、
安

全
確
保
、
充
分
な
情
報
収
集
、
正
確
な
ア
セ

ス
メ
ン
ト
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

「
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
」
を
第
一
に
、
児

童
相
談
所
を
は
じ
め
関
係
機
関
が
一
層
連
携

強
化
を
図
り
、
児
童
虐
待
の
予
防
か
ら
早
期

発
見
・
対
応
、
家
庭
環
境
の
調
整
、
自
立
支

援
に
至
る
ま
で
、
切
れ
目
の
な
い
総
合
的
な

対
応
が
必
要
で
す
。 

 
  

（
広
報
部
副
部
長 

中
田 

保
博
）                 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
      

 

10
月
22
日
、
戸
出
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
体
育
館
で
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
よ
う
に
、

完
全
復
活
と
い
う
形
で
シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

参
加
者
は
、
富
山
保
護
観
察
所
3
名
、

市
保
護
司
会
23
名
、
市
更
生
保
護
女
性
会

17
名
、
高
岡
法
科
大
学
生
8
名
、
富
山
国

際
大
学
生
5
名
、
高
岡
地
区
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
2

名
、
対
象
者
1
名
、
全
体
で
59
名
と
い
う

過
去
最
多
の
参
加
者
が
あ
り
、
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。 

Ａ
・
Ｂ
二
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て
、

10
チ
ー
ム
で
の
総
当
た
り
戦
を
行
い
ま
し

た
。
シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド

大
会
は
過
去
何
度
か
開

催
し
て
お
り
、
ま
た
ス

ポ
ー
ツ
＆
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
交
流
会
で
の
練

習
の
成
果
も
あ
り
、
賑

や
か
で
熱
い
大
会
に
な

り
ま
し
た
。 

い
い
汗
を
か
い
た
後

は
、
お
待
ち
か
ね
の
市

更
女
会
の
方
々
が
作
っ

て
く
れ
た
、
カ
レ
ー
ラ

イ
ス
の
時
間
で
す
。
温

か
い
食
事
を
み
ん
な
で
食
べ
、
満
足
し
た
様

子
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
お
か
わ
り
自
由
で
す
。 

今
年
度
は
制
限
の
無
い
形
で
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
来
年
度
は
6
月
に
開
催
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
ス
ポ
ー
ツ
＆
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
交
流
会
な
ど
、
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

（
高
岡
地
区
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
長 
萩
原 

隆
幸
） 

 

                                                                                                                                   
                                   

       

児童虐待対応件数増加の背景 
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高岡市保護司会活動スナップ

更生保護フェア in高岡で受付をす

る高岡市保護司会の皆さん。（7/8） 

更生保護フェア in高岡で誘導する

保護司。お疲れ様でした。（7/8） 

更生保護フェア in高岡で演奏する

市立高陵中学校吹奏楽部（7/8） 

坂下町商店街朝市での広報活動 

ホゴちゃんは誰かな～？（7/23） 

新高岡児童相談所の現況について 

 

 

高岡市更生保護協力雇用主会総会で

挨拶する八田正人会長（8/30） 

そ
や
ね
〜

!
!

総理大臣・県知事メッセージ伝達 

高岡駅万葉ロード（7/3） 

南部支部ミニ集会で講師の南星中

学校有沢渉生徒指導主事（7/26） 

東部支部ミニ集会で進行する 

仙田智治氏、舘勇将氏（7/28） 

メッセージ伝達を終えて皆で社明啓

発ティッシュを学生に配る。（7/3） 

 

◆ 
 

  

奈
良
少
年
刑
務
所
の
前
身
は
、
奈
良
監
獄
で
「
明

治
の
五
大
監
獄
」
（
千
葉
、
金
沢
、
奈
良
、
長
崎
、

鹿
児
島
）
の
一
つ
で
あ
り
、
明
治
41
年
に
建
築
家

の
山
下
啓
次
郎
氏
の
設
計
で
建
築
さ
れ
ま
し
た
。 

明
治
政
府
が
国
の
威
信
を
か
け
て
取
り
組
ん
だ
監

獄
の
近
代
化
に
よ
っ
て
、
建
て
ら
れ
た
秀
麗
な
レ
ン

ガ
建
築
に
は
、
明
治
政
府
の
不
平
等
条
約
解
消
へ
の

悲
願
と
建
築
技
術
が
集
結
さ
れ
て
い
ま
す
。 

元
収
容
棟
は
、
ハ
ビ
ラ
ン
ド
・
シ
ス
テ
ム
と
呼
ば

れ
た
建
築
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
看
守
が
立
つ
監
視
所

を
全
体
の
中
心
に
据
え
、
複
数
の
収
容
棟
が
放
射
状

に
伸
び
て
い
ま
す
。
今
日
に
至
る
日
本
の
「
近
代
監

獄
」
を
象
徴
す
る
収
容
棟
で
す
。 

ち
な
み
に
、
北
海
道
の
旧
網
走
刑
務
所
も
同
じ
形

式
で
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。 

監
獄
の
国
際
標
準
化
を
目
指
し
た
赤
レ
ン
ガ
造
り

の
建
物
は
、
歴
史
的
価
値
が
高
く
、
意
匠
的
に
も
優

れ
た
近
代
建
築
と
し
て
、
平
成
29
年
、
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。 

し
か
し
、
耐
震
性
の
問
題
か
ら
閉
鎖
が
決
ま
り
、

建
物
を
補
強
修
繕
し
、
令
和
8
年
春
ま
で
の
開
業

を
目
指
し
て
、
ホ
テ
ル
や
監
獄
史
料
館
と
し
て
運
営

す
る
予
定
だ
そ
う
で
す
。
県
外
施
設
視
察
研
修
で
訪

ね
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。 

 
 
 
(

広
報
部) 

           

         

 

なるほど 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%98%8E%E6%B2%BB%E3%81%AE%E4%BA%94%E5%A4%A7%E7%9B%A3%E7%8D%84
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%98%8E%E6%B2%BB%E3%81%AE%E4%BA%94%E5%A4%A7%E7%9B%A3%E7%8D%84
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B1%B1%E4%B8%8B%E5%95%93%E6%AC%A1%E9%83%8E
https://www.asahi.com/topics/word/%E8%80%90%E9%9C%87%E6%80%A7.html
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滑
川
市
で
は
犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
の

権
利
と
利
益
の
保
護
を
図
り
、
犯
罪
被
害
者

を
支
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

犯
罪
被
害
者
支
援
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定

め
る
「
（
仮
称
）
滑
川
市
犯
罪
被
害
者
等
支
援

条
例
」
の
制
定
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
市
は
こ
の
条
例
の
素
案
を
公
表
し
、

市
民
か
ら
の
意
見
を
伺
う
意
見
募
集
（
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
を
実
施
し
ま
す
。 

県
内
の
市
で
は
初
め
て
の
取
り
組
み
で
、

県
外
市
町
村
で
も
犯
罪
被
害
者
に
寄
り
添
っ

た
条
例
を
推
進
す
る
方
向
に
動
い
て
い
る
よ

う
で
す
。
こ
こ
に
「
た
か
お
か
更
生
保
護
だ

よ
り
」
45
号
を
発
刊
し
ま
す
。 

(

広
報
部)

 

  

                          

◇
法
務
大
臣
表
彰 

鶴
谷 
茂
樹 

（
伏
木
支
部
） 

山
口 
豊 

 

（
伏
木
支
部
） 

   

◇
全
国
保
護
司
連
盟
理
事
長
表
彰 

 

須
賀 

泉
美 

（
東
部
支
部
） 

   

◇
中
部
地
方
更
生
保
護
委
員
会
委
員
長
表
彰 

田
子 

実 
 

（
東
部
支
部
） 

後
谷 

仲
子 

（
北
部
支
部
） 

深
松 

慶
子 

（
戸
田
支
部
） 

   

◇
中
部
地
方
保
護
司
連
盟
会
長
表
彰 

吉
田 

弘
美 

（
東
部
支
部
） 

楠 
 

隆
司 

（
南
部
支
部
） 

嶋
川 

美
和
子
（
南
部
支
部
） 

山
本 

清
美 

（
福
岡
支
部
） 

   

◇
富
山
保
護
観
察
所
長
表
彰 

山
崎 

肇 
 

（
東
部
支
部
） 

滋
野 

雅
治 

（
西
部
支
部
） 

中
田 

保
博 

（
北
部
支
部
） 

   

◇
富
山
保
護
観
察
所
長
感
謝
状(

勤
続
10
年)  

田
子 

実 
 

（
東
部
支
部
） 

原 
 

嘉
伸 

（
東
部
支
部
） 

酒
井 

立
志 

（
北
部
支
部
） 

林 
 

光
彦 

（
戸
田
支
部
） 

   

◇
富
山
保
護
観
察
所
長
感
謝
状(

家
族
功
労)  

須
賀 

正
紀 

（
東
部
支
部
） 

後
谷 

清
文 

（
北
部
支
部
） 

  

◇
富
山
県
保
護
司
会
連
合
会
会
長
表
彰 

松
川 

和
惠 

（
東
部
支
部
） 

広
地 

功
信 

（
西
部
支
部
） 

大
川 

英
一 

（
南
部
支
部
） 

  

  

◇
厚
生
労
働
省
医
薬
局
長
感
謝
状 

吉
井 

教
潤 

（
北
部
支
部
） 

  

◇
高
岡
市
功
労
者
表
彰(

保
護
司)  

鶴
谷 

茂
樹 

（
伏
木
支
部
） 

山
口 

豊 
 

（
伏
木
支
部
） 

  

◇
中
部
地
方
更
生
保
護
委
員
会
委
員
長
感
謝
状 

山
岡
石
材
工
業
（
株
）
代
表
取
締
役 

山
岡 

弘
之
様 

  

◇
日
本
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
会
長
表
彰 

 

萩
原 

隆
幸
様 

       

保

護

司

の

動

静 
           

退

任

保

護

司 
 

 

   

小
島 
清
美
様
（
北
部
支
部
） 

         

推
薦
書
籍
の
紹
介 

                                                                            

   

 
 

 
 

            

こ
れ
ま
で
1
万
人
以
上
の
発
達
障
害
の

人
と
向
き
合
っ
て
き
た
、
精
神
科
医
の
岩
瀬

利
郎
医
学
博
士
の
著
書
。 

 

発
達
障
害
の
特
性
を
持
つ
人
で
、
特
に
Ａ

Ｄ
Ｈ
Ｄ
と
Ａ
Ｓ
Ｄ
の
人
が
「
見
て
い
る
世
界
」

を
紹
介
す
る
一
冊
。
※ 

   

 

  

■ 

谷
村
新
司
さ
ん
を
偲
ぶ 

  

法
務
省
が
実
施
す
る
『
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
』
で
、
フ
ラ
ッ
グ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

を
務
め
る
歌
手
の
谷
村
新
司
さ
ん
（
74
）

が
、
10
月
8
日
に
往
生
さ
れ
ま
し
た
。 

谷
村
さ
ん
は
、
第
59
回
『
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
』

（
平
成
21
）
で

広
報
ポ
ス
タ
ー

に
出
演
さ
れ
、

自
身
が
以
前
か

ら
関
わ
っ
て
い

る
社
会
貢
献
活

動
と
重
な
る
部

分
が
あ
る
と
し

て
、
本
運
動
の

趣
旨
に
深
く
共

感
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
こ
の
社
明
運
動
を
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
と
し
て
応
援
し
た
い
と
の
願
い
で
、
第

60
回
『
社
会
を
明
る
く
す
る
明
運
動
』
（
平

成

22

）
か
ら
、

フ
ラ
ッ
グ
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
と
し

て
、
社
明
運
動
応

援
ソ
ン
グ
「
咲
き

ほ
こ
る
花
の
よ
う

に
」
な
ど
、
歌
を

通
し
て
も
更
生
保

護
活
動
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
北
陸
新
幹
線
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
曲

「
北
陸
ロ
マ
ン
」（
平
成
27
）
は
、
谷
村
氏

と
女
優
の
仲
間
由
紀
恵
さ
ん
と
の
特
別
デ
ュ

エ
ッ
ト
版
と
し
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。（
М
） 

   

   

ス
ポ-

ツ
＆
レ
ク
リ
エ-

シ
ョ
ン
交
流 

 

● 

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
体
育
館 

● 

毎
月
1
回(

開
催
日
は
随
時
案
内) 

●

シ
ャ
フ
ル
ボ―

ド
に
は
、
対
象
者
担
当
の

保
護
司
は
、
ご
一
緒
に
参
加
下
さ
い
。 

●

問
合
わ
せ 

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

℡ 

０
７
６
６
・
53
・
５
１
０
１ 

 

主
催 

高
岡
市
保
護
司
会 

 
 
 

高
岡
市
更
生
保
護
女
性
会 

高
岡
地
区
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会 

          

                

    
    

令
和
5
年
度

秋
の
叙
勲･

受
彰
者
紹
介


